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（テーマ名） 強磁性透明導電膜の開発とデバイス応用 

 

（シーズ概要） 

 透明導電膜に磁性金属をドープすることにより、

室温強磁性、高い導電性、高い透明性の３つの特性

を兼ね備えた「強磁性透明導電膜」を開発しまし

た。 

 強磁性透明導電膜を有機フィルム上に作製するこ

とにも成功したことから、新規フレキシブルデバイ

スへの応用が期待されます。 

 

 
 

 

 

 

（研究成果の産業への展開例） 

 フレキシブルスピントロニクスデバイス、透明電磁波シールド、磁気光学デバイスなど 
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高温強磁性の発現 

      
 
 

優れた導電性 
キャリア密度：9×10

20
 cm

-3
, 移動度：23 cm

2
/Vs 

3×10
-4

 Ωcm の低抵抗率を実現 

優れた透明性 

可視領域で 70～90%の高い透過率 

室温において磁気ヒステリシスを観測

（室温強磁性を確認） 

磁化が高温(320K)においても消失しない 

（厳しい条件下でも利用可能なデバイスに適用可能）


